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Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査の目的 

    母子世帯、父子世帯のひとり親世帯を対象に、今後の生活支援のあり方を広く検討するた

め、現在の生活状況や悩み、不安等の把握、支援策としての住居の提供や児童虐待・ＤＶ被害

者への対応、自立支援等のニーズを把握することを目的とする。 

 

 ２ 調査対象 

    郡山市内に居住する児童扶養手当受給資格を有するひとり親世帯等 

 

 ３ 調査期間 

    令和３年８月２日（月）～８月 31 日（火） 

 

 ４ 調査方法 

    児童扶養手当現況届提出時の待ち時間を活用したアンケート用紙による調査 

    ・アンケート用紙に記入して回答 

    ・タブレット、スマートフォンからの回答 

 

 ５ 回答状況 

   （１）児童扶養手当現況届提出の状況（令和３年８月 31 日現在） 

項  目 合 計 

児童扶養手当現況届対象者（人） 3,188 

児童扶養手当現況届提出済者（人） 2,877 

 

   （２）ひとり親世帯等意向調査の状況（令和３年８月２日から８月 31 日までの集計分） 

項  目 合 計 回答率（％） 

① 調査対象者数（人） 2,877 － 

② 回答者数（人） 1,534 53.3 

③ ②の内、紙回答者数（人） 1,501 （52.2） 

④ ②の内、電子回答者数（人） 33 （1.1） 

 

 

 ６ 調査結果の表示方法 

回答は各質問の回答者数（人）を 2020 年と 2021 年について、回答数と、回答数を回答数の

合計で除した百分率を表示しています。割合は小数点第３位を四捨五入しているため、計が

100.0％にならない場合があります。 

問 15、問 16、問 36 の選択肢が増えた箇所には、2020 年の回答欄が、－と表示されていま

す。 

各質問の回答項目における結果の上段（青色）は 2020 年、下段（橙色）は 2021 年の回答結 

    果になっています。 
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Ⅱ 調査結果 

 

【１ あなた自身（世帯）について】  

 

問１ あなたの世帯について、あてはまるもの１つを選んでください。 

① 母子世帯  ② 父子世帯  ③ 養育者世帯                    

 

    
「母子世帯」の割合が、92.05％と最も高く、次いで「父子世帯」の割合が 3.85％となっています。 

 

 

問２ あなたの年齢について、あてはまるもの 1 つを選んでください。 

① 10 代  ② 20 代  ③ 30 代  ④ 40 代  ⑤ 50 代以上 

  

  

「40 代」の割合が 41.92％と最も高く、次いで「30 代」の割合が 36.44％となっています。 

回答数  

Ｒ2 年度：1,768 

  Ｒ3 年度：1,534 

回答数 

Ｒ2 年度：1,768 

  Ｒ3 年度：1,534 
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問３ あなたを含めて、同居されている方全員の人数について、あてはまるもの1つを選んでください。 

① ２人  ② ３人  ③ ４人  ④ ５人  ⑤ ６人以上 

     

  
「２人」の割合が、31.36％と最も高く、次いで「３人」の割合が 29.66％となっています。 

  

  

問４ お子さん以外に同居している方について、あてはまるものすべてを選んでください。 

① あなたのお父さん  ② あなたのお母さん  ③ あなたの兄弟姉妹 

④ あなたの祖父    ⑤ あなたの祖母    ⑥ その他 

 

  

    
 

「あなたのお母さん」の割合が 44.51％と最も高く、次いで「あなたのお父さん」の割合が 27.17％

となっています。 

 

 

 

587

33.20%

515

29.13%

354

20.02%

163

9.22%

130

7.35%

19

1.07%

481

31.36%

455

29.66%
290

18.90%

145

9.45%

98

6.39%

65

4.24%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

２人

３人

４人

５人

６人以上

未回答

363

28.83%

547

43.45%

177

14.06%

26

2.07%

80

6.35%

66

5.24%

282

27.17%

462

44.51%

142

13.68%

24

2.31%

61

5.88%

67

6.45%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

あなたのお父さん

あなたのお母さん

あなたの兄弟姉妹

あなたの祖父

あなたの祖母

その他

回答数

Ｒ2年度：1,259

Ｒ3年度：1,038

回答数 

Ｒ2 年度：1,768 

  Ｒ3 年度：1,534 
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問５ ひとり親になった理由について、あてはまるもの 1 つを選んでください。 

① 死別  ② 離婚  ③ 未婚・非婚  ④ 行方不明・失踪  ⑤ その他 

 

    

 「離婚」の割合が 83.64％と最も高く、次いで「未婚・非婚」の割合が 10.37％となっています。 

 

 

問６ ひとり親になってからの期間について、あてはまるもの１つを選んでください。 

① １年未満  ② １年以上３年未満  ③ ３年以上５年未満 

④ ５年以上７年未満  ⑤ ７年以上９年未満  ⑥ ９年以上 

 

 

 

 「９年以上」の割合が 29.47％と最も高く、次いで「１年以上３年未満」の割合が 17.47％となって

います。 

 

 

16

0.90%

1,519

85.92%

185

10.46%

9

0.51%

16

0.90%

23

1.30%

12

0.78%

1,283

83.64%159

10.37%

5

0.33%

10

0.65%

65

4.24%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

死別

離婚

未婚・非婚

行方不明・失踪

その他

未回答

124

7.01%

309

17.48%

277

15.67%

253

14.31%

192

10.86%

588

33.26%

25

1.41%

88

5.74%

268

17.47%

247

16.10%

240

15.65%
165

10.76%

452

29.47%

74

4.82%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１年未満

１年以上３年未満

３年以上５年未満

５年以上７年未満

７年以上９年未満

９年以上

未回答

回答数

Ｒ2年度：1,768

Ｒ3年度：1,534

回答数 

Ｒ2 年度：1,768 

  Ｒ3 年度：1,534 
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問７ あなたの最終学歴について、あてはまるもの 1 つを選んでください。 

① 中学校  ② 高校  ③ 高等専門学校  ④ 短大  ⑤ 大学 

⑥ 大学院  ⑦ 専修学校・各種学校  ⑧ その他 

 

    

 

 

 「高校」の割合が 48.96％と最も高く、「専修学校・各種学校」の割合が 11.41％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

198

11.20%

888

50.23%

127

7.18%

194

10.97%

102

5.77%

3

0.17%

216

12.22%

9

0.51%

31

1.75%

156

10.17%

751

48.96%
115

7.50%
164

10.69%

97

6.32%

3

0.20%

175

11.41%

5

0.33%

68

4.43%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学校

高校

高等専門学校

短大

大学

大学院

専修学校・各種学校

その他

未回答

回答数 

Ｒ2 年度：1,768 

 Ｒ3 年度：1,534 
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問８ あなたの資格の取得状況について、あてはまるものすべてを選んでください。 

① 簿記  ② ホームヘルパー  ③ 教員  ④ 看護師・准看護師 

⑤ 調理師  ⑥ 理・美容師  ⑦ 栄養士  ⑧ 介護福祉士  ⑨ 保育士 

⑩ 療法士等（理学療法士、作業療法士、言語聴覚士）  ⑪ 医療事務 

⑫ 行政書士  ⑬ 普通自動車免許  ⑭ 大型・第二種自動車免許  ⑮ その他 

 

 

 

 

 「普通自動車免許」の割合が 69.36％と最も高く、次いで「簿記」の割合が 16.10％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

314

17.76%

154

8.71%

45

2.55%

66

3.73%

66

3.73%

45

2.55%

26

1.47%

75

4.24%

71

4.02%

9

0.51%

104

5.88%

1

0.06%

1,211

68.50%

42

2.38%

181

10.24%

247

16.10%
117

7.63%

49

3.19%

66

4.30%

55

3.59%

45

2.93%

24

1.56%

72

4.69%

57

3.72%
7

0.46%

78

5.08%

2

0.13%
1,064

69.36%

37

2.41%

145

9.45%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

簿記

ホームヘルパー

教員

看護師・准看護師

調理師

理・美容師

栄養士

介護福祉士

保育士

療法士等(理学療法士、作業療法士、言語聴覚士）

医療事務

行政書士

普通自動車免許

大型・第二種自動車免許

その他

回答数 

Ｒ2 年度：1,768 

 Ｒ3 年度：1,534 
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問９ 今後取得したい資格について、あてはまるものすべてを選んでください。 

① 簿記  ② ホームヘルパー  ③ 教員  ④ 看護師・准看護師 

⑤ 調理師  ⑥ 理・美容師  ⑦ 栄養士  ⑧ 介護福祉士  ⑨ 保育士 

⑩ 療法士等（理学療法士、作業療法士、言語聴覚士）  ⑪ 医療事務 

⑫ 行政書士  ⑬ 普通自動車免許  ⑭ 大型・第二種自動車免許  ⑮ その他 

 

   

 

 

 「医療事務」の割合が 10.56％と最も高く、次いで「簿記」の割合が 8.87％となっています。 

 「その他」の中で挙げられた資格としては、「パソコン関係」の資格が多く挙げられています。 

  

 

 

 

 

150

8.48%

75

4.24%

12

0.68%

78

4.41%

92

5.20%

20

1.13%

66

3.73%

108

6.11%

59

3.34%

52

2.94%

204

11.54%

62

3.51%

45

2.55%

95

5.37%

137

7.75%

136

8.87%

55

3.59%

6

0.39%

59

3.85%

83

5.41%
13

0.85%

64

4.17%

88

5.74%

44

2.87%

41

2.67%

162

10.56%
44

2.87%

40

2.61%
69

4.50%

109

7.11%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

簿記

ホームヘルパー

教員

看護師・准看護師

調理師

理・美容師

栄養士

介護福祉士

保育士

療法士等(理学療法士、作業療法士、言語聴覚士）

医療事務

行政書士

普通自動車免許

大型・第二種自動車免許

その他

回答数 

Ｒ2 年度：1,768  

 Ｒ3 年度：1,534 
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問 10 資格取得に関してお困り事はありますか。あてはまるものすべてを選んでください。 

① 費用負担  ② 時間不足  ③ 収入減  ④ 子どもの預け先 

⑤ 職場の理解  ⑥ 情報の入手方法  ⑦ 基礎知識・学歴  ⑧ 特になし 

⑨ その他 

 

 

 

 

「費用負担」の割合が 49.02％と最も高く、次いで「時間不足」の割合が 38.59％となっています。 

 

問 11 現在、あなたが最も困っていることについて、あてはまるもの１つを選んでください。  

① 家計    ② 仕事    ③ 住居    ④ 家事全般  

⑤ 自分の健康  ⑥ 親族の健康・介護   ⑦ 特になし  ⑧ その他 

 

 

 「家計」の割合が 40.16％と最も高く、次いで「仕事」の割合が 10.82％となっています。「家計」

の割合が最も高いのは昨年度と同様です。 

920

52.04%
683

38.63%
310

17.53%
174

9.84%
104

5.88%
66

3.73%
204

11.54%
183

10.35%
9

0.51%

752

49.02%

592

38.59%266

17.34%145

9.45%

89

5.80%
58

3.78%
157

10.23%

141

9.19%
5

0.33%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

費用負担

時間不足

収入減

子どもの預け先

職場の理解

情報の入手方法

基礎知識・学歴

特になし

その他

721

40.78%
215

12.16%
97

5.49%
65

3.68%
182

10.29%
114

6.45%
203

11.48%
45

2.55%
126

7.13%

616

40.16%
166

10.82%
88

5.74%
49

3.19% 158

10.30%

116

7.56%
159

10.37%
34

2.22%
148

9.65%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家計

仕事

住居

家事全般

自分の健康

親族の健康・介護

特になし

その他

未回答

回答数 

Ｒ2 年度：1,768 

  Ｒ3 年度：1,534 

回答数 

Ｒ2 年度：1,768 

 Ｒ3 年度：1,534 
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問 12 あなたが悩み事を相談する相手について、あてはまるものすべてを選んでください。  

① 親族         ② 友人・知人      ③ 隣人 

④ 民生・児童委員    ⑤ 公的機関       ⑥ ＮＰＯ法人  

⑦ 任意団体       ⑧ 相談相手はいない   ⑨ その他 

 

  

 

 

 「親族」の割合が 61.15％と最も高く、次いで「友人・知人」の割合が 54.04％となっています。昨年

度と比べると、「友人・知人」の割合が減少し「親族」の割合が高まっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,058

59.84%

1,027

58.09%

15

0.85%

10

0.57%

23

1.30%

11

0.62%

3

0.17%

186

10.52%

31

1.75%

938

61.15%

829

54.04%

18

1.17%

6

0.39%

29

1.89%

9

0.59%

4

0.26%

158

10.30%

25

1.63%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

親族

友人・知人

隣人

民生・児童委員

公的機関

ＮＰＯ法人

任意団体

相談相手はいない

その他

回答数 

Ｒ2 年度：1,768 

 Ｒ3 年度：1,534 
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【２ ひとり親家庭支援制度について】 

 

問 13 あなたはひとり親世帯への支援情報をどこから入手していますか。あてはまるものすべてを選ん 

   でください。 

① 市の広報誌  ② 市のホームページ  ③ 市の相談窓口  ④ 保育所・学校等   

⑤ 父母等親族  ⑥ 友人・知人  ⑦ テレビ・ラジオ・新聞  ⑧ インターネット 

⑨ その他 

 

 

 

 

 「市のホームページ」の割合が 32.99％と最も高く、次いで「市の広報誌」の割合が 23.34％となって

います。昨年度と比べて「インターネット」の割合が 3.19 ポイント高まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

452

25.57%

547

30.94%

257

14.54%
128

7.24%

98

5.54%

307

17.36%

91

5.15%

316

17.87%

38

2.15%

358

23.34%

506

32.99%

181

11.80%

150

9.78%

83

5.41%

255

16.62%

75

4.89%

323

21.06%
19

1.24%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市の広報誌

市のホームページ

市の相談窓口

保育所・学校等

父母等親族

友人・知人

テレビ・ラジオ・新聞

インターネット

その他

回答数 

Ｒ2 年度：1,768 

 Ｒ3 年度：1,534 
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問 14 本市ではひとり親世帯に対する相談窓口として、ニコニコこども館２階にこども家庭相談センタ

ーがありますが、そのことを知っていますか。また利用したことはありますか。あてはまるもの

１つを選んでください。 

① 知っており利用したことがある ② 知っているが利用したことはない ③ 知らない 

    

 

 
 

 「知っているが利用したことはない」の割合が 50.72％と最も高く、次いで「知っており利用したこ

とがある」の割合が 22.69％となっています。 

 昨年度と比べて、「知らない」の割合が減少したことから、「こども家庭相談センター」の認知度が上

がっていることが分かります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

394

22.29%

797

45.08%

385

21.78%

192

10.86%

348

22.69%

778

50.72%

280

18.25%

128

8.34%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っており利用したことがある

知っているが利用したことはない

知らない

未回答

回答数 

Ｒ2 年度：1,768 

 Ｒ3 年度：1,534 
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問 15 あなたが知っているひとり親世帯等に関する各種制度や相談機関等について、あてはまるものす

べてを選んでください。 

① 児童扶養手当・ひとり親家庭医療費助成   

② 母子父子寡婦福祉資金貸付   ③ 高等職業訓練促進給付金   

④ 自立支援教育訓練給付金    ⑤ 高等学校卒業程度認定試験合格支援給付金   

⑥ 就学援助制度         ⑦ LINE 子ども・子育て相談   

⑧子育て短期支援事業（ショートステイ・トワイライトステイ）  

⑨ 児童相談所          ⑩ こども家庭相談センター   

⑪ 母子・父子福祉センター    ⑫ 福祉事務所  

⑬ 社会福祉協議会        ⑭ 民生・児童委員   

⑮ ファミリーサポートセンター   ⑯ こども緊急サポートネットワークふくしま   

⑰ しんぐるまざあず・ふおーらむ福島 

 

「児童扶養手当・ひとり親家庭医療費助成」の割合が 90.16％と最も高く、次いで「就学援助制度」の

割合が 46.68％となっています。今回から選択肢に LINE 子ども・子育て相談、子育て短期支援事業

（ショートステイ・トワイライトステイ）を増やしました。 

1,537

86.93%

361

20.42%

140

7.92%

262

14.82%

59

3.34%

761

43.04%

359

20.31%

307

17.36%

159

8.99%

78

4.41%

151

8.54%

143

8.09%

321

18.16%

40

2.26%

60

3.39%

1,383

90.16%399

26.01%175

11.41%
293

19.10%50

3.26%

716

46.68%
65

4.24%

50

3.26% 409

26.66%

164

10.69%
136

8.87%

74

4.82%
135

8.80%

149

9.71%

276

17.99%
48

3.13%
62

4.04%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

児童扶養手当・ひとり親家庭医療費助成

母子父子寡婦福祉資金貸付

高等職業訓練促進給付金

自立支援教育訓練給付金

高等学校卒業程度認定試験合格支援給付金

就学援助制度

LINE子ども・子育て相談

子育て短期支援事業(ショートステ

イ・トワイライトステイ）

児童相談所

こども家庭相談センター

母子・父子福祉センター

福祉事務所

社会福祉協議会

民生・児童委員

ファミリーサポートセンター

こども緊急サポートネットワークふくしま

しんぐるまざあず・ふぉーらむ福島

回答数

Ｒ2年度：1,768

Ｒ3年度：1,534
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問 16 あなたが今まで利用したことのある各種制度や相談機関等について、あてはまるものすべてを選 

   んでください。 

 

① 児童扶養手当・ひとり親家庭医療費助成   

② 母子父子寡婦福祉資金貸付   ③ 高等職業訓練促進給付金   

④ 自立支援教育訓練給付金    ⑤ 高等学校卒業程度認定試験合格支援給付金   

⑥ 就学援助制度         ⑦ LINE 子ども・子育て相談   

⑧子育て短期支援事業（ショートステイ・トワイライトステイ）  

⑨ 児童相談所          ⑩ こども家庭相談センター   

⑪ 母子・父子福祉センター    ⑫ 福祉事務所  

⑬ 社会福祉協議会        ⑭ 民生・児童委員   

⑮ ファミリーサポートセンター   ⑯ こども緊急サポートネットワークふくしま   

⑰ しんぐるまざあず・ふおーらむ福島 

 

「児童扶養手当・ひとり親家庭医療費助成」の割合が 83.96％と最も高く、次いで「就学援助制度」の割合が

30.57％となっています。今回から選択肢に LINE 子ども・子育て相談、子育て短期支援事業（ショートステ

イ・トワイライトステイ）を増やしました。 

1,407

79.58%

43

2.43%

26

1.47%

31

1.75%

2

0.11%

518

29.30%

46

2.60%

73

4.13%

47

2.66%

12

0.68%

53

3.00%

35

1.98%

65

3.68%

7

0.40%

16

0.90%

1,288

83.96%

43

2.80%

27

1.76%
32

2.09%
0

0.00%

469

30.57%8

0.52%

6

0.39%

54

3.52%
32

2.09%

32

2.09%

14

0.91%

44

2.87%
17

1.11%

55

3.59%

10

0.65%
12

0.78%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

児童扶養手当・ひとり親家庭医療費助成

母子父子寡婦福祉資金貸付

高等職業訓練促進給付金

自立支援教育訓練給付金

高等学校卒業程度認定試験合格支援給付金

就学援助制度

LINE子ども・子育て相談

子育て短期支援事業（ショー

トステイ・トワイライトステイ）

児童相談所

こども家庭相談センター

母子・父子福祉センター

福祉事務所

社会福祉協議会

民生・児童委員

ファミリーサポートセンター

こども緊急サポートネットワークふくしま

しんぐるまざあず・ふぉーらむ福島

回答数 

Ｒ2 年度：1,768

 Ｒ3 年度：1,534 



15 

問 17 あなたは、市のひとり親世帯への支援施策で不足していると感じているものはありますか。支援

施策で充実を望むものすべてを選んでください。 

① 子どものことや生活のことなど悩みごとを相談できること 

② 同じような悩みを持った人同士で知り合えること 

③ 地域の人から助けてもらえること 

④ 離婚のことや養育費のことなどについて相談できること 

⑤ 病気や障がいのことなどについて専門的な相談が受けられること 

⑥ 住宅を探したり、住宅費を軽減したりするための支援が受けられること 

⑦ 病気や出産、事故などの事情があったときに一時的に子どもを預けられること 

⑧ 子どもの就学にかかる費用が軽減されること ⑨ 一時的に必要な資金を借りられること 

⑩ 就職・転職のために支援が受けられること ⑪ 児童虐待防止への対応に関すること 

⑫ ＤＶ防止への対応に関すること  ⑬ 特にない   ⑭ その他 

 

  

 

「子どもの就学にかかる費用が軽減されること」の割合が 39.50％と最も高く、次いで「住宅を探した

り、住宅費を軽減したりするための支援が受けられること」の割合が 29.92％となっています。 

 

183

10.35%

168

9.50%

59

3.34%

184

10.41%

140

7.92%

604

34.16%

226

12.78%

709

40.10%

217

12.27%

330

18.67%

43

2.43%

57

3.22%

237

13.40%

32

1.81%

176

11.47%

138

9.00%

57

3.72%

202

13.17%
128

8.34%

459

29.92%

217

14.15%

606

39.50%
209

13.62%

262

17.08%

24

1.56%

32

2.09%

183

11.93%

33

2.15%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

子どものことや生活のことなど悩みごとを

相談できること

同じような悩みを持った人同士で

知り合えること

地域の人から助けてもらえること

離婚のことや養育費のことなどについて

相談できること

病気や障がいのことなどについて専門的な

相談が受けられること

住宅を探したり、住宅費を軽減したりするため

の支援が受けられること

病気や出産、事故などの事業があったときに

一時的に子どもを預けられること

子どもの就学にかかる費用が

軽減されること

一時的に必要な資金が借りられること

就職・転職のために支援が受けられること

児童虐待防止の対応に関すること

ＤＶ防止への対応に関すること

特にない

その他

回答数 

Ｒ2 年度：1,768 

Ｒ3 年度：1,534 
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問 18 あなたはどうしたら本市のひとり親世帯の相談窓口が相談しやすくなると思いますか。 

あてはまるもの 1 つを選んでください。 

① 土日・祝日に相談できる  ② 夜間に相談できる  ③ 託児がある 

④ １箇所でいろいろな相談ができる  ⑤ 有資格者による専門的な相談  ⑥ その他 

 

  

 

 

 「土日・祝日に相談できる」の割合が 35.46％と最も高く、次いで「１箇所でいろいろな相談ができ

る」の割合が 21.90％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

581

32.86%

201

11.37%

107

6.05%

371

20.98%

133

7.52%

27

1.53%

348

19.68%

544

35.46%

190

12.39%

98

6.39%

336

21.90%

94

6.13%

33

2.15%

239

15.58%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

土日・祝日に相談できる

夜間に相談できる

託児がある

１箇所でいろいろな相談ができる

有資格者による専門的な相談

その他

未回答

回答数 

Ｒ2 年度：1,768  

  Ｒ3 年度：1,534 
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問 19 本市では、現在ひとり親世帯を対象に講座や講習会等を開催しています。今後どのような講座・ 

   講習会に参加してみたいと思いますか。あてはまるものすべてを選んでください。 

① 就労支援講座（履歴書の書き方や面接の仕方等）  ② パソコン講座 

③ 養育費・面会交流講座  ④ 親どうしの交流会  ⑤ 健康に関する講習会 

⑥ 子どものしつけ・育児に関する講習会  ⑦ 親子交流会 

⑧ 参加しない  ⑨ その他 

 

 

 
 

 「参加しない」の割合が 22.68％と最も高く、次いで「パソコン講座」の割合が 22.45％となっていま

す。昨年度に比べて高くなっているのは、養育費・面会交流講座のみであり 1.52 ポイント高くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

150

8.48%

418

23.64%

56

3.17%

106

6.00%

88

4.98%

203

11.48%

81

4.58%

469

26.53%

23

1.30%

131

7.41%

397

22.45%

83

4.69%

98

5.54%

68

3.85%

189

10.69%

51

2.88%

401

22.68%

20

1.13%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就労支援講座（履歴書の書き方や面接の仕方等）

パソコン講座

養育費・面会交流講座

親どうしの交流会

健康に関する講習会

子どものしつけ・育児に関する講習会

親子交流会

参加しない

その他

回答数 

Ｒ2 年度：1,768 

 Ｒ3 年度：1,534 
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【３ お子さんについて】 

 

問 20 お子さんの状況についておたずねします。 

   あなたのお子さんの現在の状況等について選んでください。また、それぞれの項目の人数及びそ

の他の場合は就職等の状況及び最終学歴を記入してください。 

① 小学校就学前（家庭で保育している）   人 

② 小学校就学前（保育所・幼稚園等に通っている）   人 

③ 小学生   人  ④ 中学生   人  ⑤ 高校生   人 

⑥ 高専・専門学校生等   人  ⑦ 短大生   人  

⑧ 大学生   人  ⑨ 大学院生   人 

⑩ その他（           ）   人（最終学歴           ） 

 

 

 

 「小学生」の割合が 35.07％と最も高く、次いで「中学生」の割合が 26.60％となっています。 

 

80

4.52%

323

18.27%

649

36.71%

466

26.36%

495

28.00%

83

4.69%

8

0.45%

60

3.39%

3

0.17%

117

6.62%

64

4.17%

264

17.21%

538

35.07%

408

26.60%

362

23.60%

80

5.22%

11

0.72%

54

3.52%

3

0.20%

91

5.93%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校就学前（家庭で保育している）

小学校就学前（保育所・幼稚園等に通っている）

小学生

中学生

高校生

高専・専門学校生等

短大生

大学生

大学院生

その他

回答数 

Ｒ2 年度：1,768 

 Ｒ3 年度：1,534 
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問 21 小学校入学前のお子さんがいる方におたずねします。 

あなたのお子さんは、日中、どこで過ごされていますか。主なもの１つを選んでください。 

① 自宅  ② あなたの親の家  ③ あなたの親以外の親族の家 

④ あなたの友人・知人の家  ⑤ お子さんの友人・知人の家 

⑥ 保育所等の保育施設  ⑦ 幼稚園  ⑧ 児童発達支援等    ⑨ その他 

   

 

 

 

 「保育所等の保育施設」の割合が 52.82％と最も高く、次いで「自宅」が 21.19％、「幼稚園」が 20.90％ 

となっています。昨年度と比べると「自宅」が 5.07 ポイント高くなっています。 

 

問 22 小学校入学前のお子さんがいる方におたずねします。 

あなたのお子さんに関する悩みについて、あてはまるものすべてを選んでください。 

① 発達  ② 健康  ③ 親子関係  ④ 保育所等での生活 

⑤ 交友関係  ⑥ 希望した保育所等に預けられない  ⑦ 特にない  ⑧ その他 

   

 
  

 「特にない」の割合が 37.65％と最も高く、次いで「発達」の割合が 18.94％となっています。 

69

16.12%
5

1.17%
2

0.47%
1

0.23%
1

0.23%
245

57.24%
93

21.73%
3

0.70%
9

2.10%

75

21.19%
13

3.67%
1

0.28%
2

0.56%
2

0.56%
187

52.82%74

20.90%
0

0.00% 0

0.00%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自宅

あなたの親の家

あなたの親以外の親族の家

あなたの友人・知人の家

お子さんの友人・知人の家

保育所等の保育施設

幼稚園

児童発達支援等

その他

86

17.84%
64

13.28%

33

6.85%
52

10.79%

22

4.56%
8

1.66%

205

42.53%
12

2.49%

79

18.94%
49

11.75%

38

9.11%
48

11.51%
27

6.47%

8

1.92%
157

37.65%
11

2.64%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

発達

健康

親子関係

保育所等での生活

交友関係

希望した保育所等に預けられない

特にない

その他

母数は回答数 

 Ｒ2 年度：428 

Ｒ3 年度：354 

母数は回答数 

Ｒ2 年度：482 

Ｒ3 年度：417 
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問 23 小学生以上のお子さんがいる方におたずねします。 

あなたのお子さんは、放課後、どこで過ごされていますか。主なもの１つを選んでください。 

① 自宅  ② あなたの親の家  ③ あなたの親以外の親族の家 

④ あなたの友人・知人の家  ⑤ お子さんの友人・知人の家 

⑥ 放課後児童クラブ  ⑦ クラブ活動・部活動  ⑧ 習い事・塾 

⑨ 放課後等デイサービス等  ⑩ 分からない  ⑪ その他 

 

 

 
 

「自宅」の割合が 70.80％と最も高く、次いで「放課後児童クラブ」の割合が 11.56％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,010

68.01%

64

4.31%

9

0.61%

2

0.13%

4

0.27%

188

12.66%

132

8.89%

28

1.89%

31

2.09%

3

0.20%

14

0.94%

931

70.80%

50

3.80%

7

0.53%

2

0.15%

1

0.08%

152

11.56%

123

9.35%

22

1.67%

19

1.44%

1

0.08%
7

0.53%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自宅

あなたの親の家

あなたの親以外の親族の家

あなたの友人・知人の家

お子さんの友人・知人の家

放課後児童クラブ

クラブ活動・部活動

習い事・塾

放課後等デイサービス等

分からない

その他

母数は回答数 

 Ｒ2 年度：1,485 

  Ｒ3 年度：1,315 



21 

問 24 小学生以上のお子さんがいる方におたずねします。 

あなたのお子さんに関する悩みについて、あてはまるものすべてを選んでください。 

① 発達  ② 健康  ③ 教育・進路  ④ 親子関係  ⑤ 学校での生活 

⑥ 交友関係  ⑦ 非行・不良行為  ⑧ 会話の時間が持てない 

⑨ 不登校・ひきこもり  ⑩ 特にない  ⑪ その他 

 

 

 

 

 「教育・進路」の割合が 30.92％と最も高く、次いで「特にない」の割合が 15.04％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

170

9.32%

147

8.06%

572

31.36%

100

5.48%

211

11.57%

129

7.07%

25

1.37%

70

3.84%

69

3.78%

298

16.34%

33

1.81%

175

10.57%

129

7.79%

512

30.92%

90

5.43%

186

11.23%

121

7.31%

25

1.51%
71

4.29%

72

4.35%

249

15.04%

26

1.57%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

発達

健康

教育・進路

親子関係

学校での生活

交友関係

非行・不良行為

会話の時間が持てない

不登校・ひきこもり

特にない

その他

母数は回答数

Ｒ2年度：1,824

Ｒ3年度：1,656



22 

問 25 あなたが病気等のとき、お子さんやあなたの身の回りの世話をどなたに頼みますか。主なもの１

つを選んでください。 

① あなたの親（同居）  ② あなたの親（別居）  ③ あなたの親以外の親族 

④ 友人・知人  ⑤ 職場の同僚  ⑥ 特にいない  ⑦ その他 

 

 

 

 「あなたの親（別居）」の割合が 29.60％と最も高く、次いで「あなたの親（同居）」の割合が 28.75％

となっています。 

 

問 26 あなたがお子さんに期待する最終学歴について、あてはまるもの１つを選択してください。 

① 中学校  ② 高校  ③ 高専・専門学校等  ④ 短大  ⑤ 大学  ⑥ 大学院  

 

       

 

 「大学」の割合が 40.68％と最も高く、次いで「高校」が 24.77％となっています 

 

530

29.98%

587

33.20%

153

8.65%

41

2.32%

2

0.11%

310

17.53%

34

1.92%

111

6.28%

441

28.75%
454

29.60%

124

8.08%
42

2.74%
3

0.20%

239

15.58%

26

1.69%
205

13.36%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

あなたの親（同居）

あなたの親（別居）

あなたの親以外の親族

友人・知人

職場の同僚

特にいない

その他

未回答

回答数

Ｒ2年度：1,768

Ｒ3年度：1,534

8

0.45%

466

26.36%

313

17.70%

66

3.73%

749

42.36%

16

0.90%

150

8.48%

11

0.72%

380

24.77%

246

16.04%

55

3.59%

624

40.68%

6

0.39%
212

13.82%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学校

高校

高専・専門学校

短大

大学

大学院

未回答

回答数 

Ｒ2 年度：1,768 

 Ｒ3 年度：1,534 
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【４ 住まいについて】 

 

問 27 あなたの現在のお住まいについて、あてはまるもの１つを選んでください。 

① 持ち家（一戸建・分譲マンション）  ② 借家・アパート・賃貸マンション 

③ 公営住宅  ④ 親など親類の家に同居  ⑤ 会社の寮  ⑥ その他 

   

 

  

「借家・アパート・賃貸マンション」の割合が 39.90％と最も高く、次いで「持ち家（一戸建・分譲マ

ンション）」の割合が 19.36％となっています。 

  

問 28 あなたが負担している住居費が発生する場合の月額家賃額について、あてはまるもの１つを選ん 

   でください。 

① １万円未満  ② １万円以上２万円未満  ③ ２万円以上４万円未満 

④ ４万円以上６万円未満  ⑤ ６万円以上８万円未満 

⑥ ８万円以上 10 万円未満  ⑦ 10 万円以上 

   
 「４万円以上６万円未満」の割合が 30.57％と最も高く、次いで「２万円以上４万円未満」の割合が

21.58％となっています 

364

20.59%

724

40.95%

273

15.44%

288

16.29%

7

0.40%

10

0.57%

102

5.77%

297

19.36%

612

39.90%

196

12.78%
243

15.84%

9

0.59%

8

0.52%
169

11.02%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

持ち家（一戸建・分譲マンション）

借家・アパート・賃貸マンション

公営住宅

親など親類の家に同居

会社の寮

その他

未回答

148

8.37%
109

6.17%
432

24.43%
530

29.98%
188

10.63%
33

1.87%
15

0.85%
313

17.70%

125

8.15%75

4.89%

331

21.58%

469

30.57%
174

11.34%
29

1.89% 15

0.98%
316

20.60%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１万円未満

１万円以上２万円未満

２万円以上４万円未満

４万円以上６万円未満

６万円以上８万円未満

８万円以上10万円未満

10万円以上

未回答

回答数

Ｒ2年度：1,768

Ｒ3年度：1,534

回答数 

Ｒ2 年度：1,768 

Ｒ3 年度：1,534 
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問 29 あなたはお住まいを決める上で、何を重要視しますか。あてはまるものを３個以内で選んでくだ 

   さい。 

① 家賃  ② 子どもの通園・通学（学校等に近い、変えないで済む）  ③ 通勤  

④ 部屋の広さ・間取り  ⑤ 建物の新しさ  ⑥ 周囲の環境  ⑦ その他 

 

 

 「家賃」の割合が 66.69％と最も高く、次いで「子どもの通園・通学」の割合が 56.71％となっていま

す。 

 

問 30 あなたはお住まいに関し、どのような支援が必要と考えますか。あてはまるもの１つを選んでく 

   ださい。 

① 民間賃貸住宅の家賃補助   ② 公営住宅への優先入居 

③ 母子生活支援施設（生活が落ち着くまで支援が受けられる施設）への入所  ④ その他 

 

 

 

 「民間賃貸住宅の家賃補助」の割合が 54.56％と最も多く、次いで「公営住宅への優先入居」が

11.34％となっています。 

1,182

66.86%

1,090

61.65%

334

18.89%

674

38.12%

66

3.73%

525

29.69%

32

1.81%

1,023

66.69%

870

56.71%
290

18.90%

546

35.59%
58

3.78%

437

28.49%
10

0.65%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家賃

子どもの通園・通学（学校等に近い、変えないで済

む）

通勤

部屋の広さ・間取り

建物の新しさ

周囲の環境

その他

回答数

Ｒ2年度：1,768

Ｒ3年度：1,534

1,037

58.65%

194

10.97%

102

5.77%

42

2.38%

393

22.23%

837

54.56%

174

11.34%

107

6.98%

19

1.24%

397

25.88%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

民間賃貸住宅の家賃補助

公営住宅への優先入居

母子生活支援施設（生活が落ち着くまで支援が受けら

れる施設）への入所

その他

未回答

回答数 

Ｒ2 年度：1,768 

  Ｒ3 年度：1,534 
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【５ 就労について】 

 

問 31 あなたは、ひとり親になる前にどのような働き方をしていましたか。主なものを１つ選んで下さ 

   い。なお、働いていなかった方は「⑧無職」を選んでください。 

① 正社員・正職員  ② パート・アルバイト  ③ 派遣社員・契約社員 

④ 会社・団体等の役員  ⑤ 自営業  ⑥ 家族従事者 

⑦ 内職  ⑧ 無職  ⑨ その他 

  

 

 

 「パート・アルバイト」の割合が 32.33％と最も高く、次いで「正社員・正職員」の割合が 28.68％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

527

29.81%

641

36.26%

142

8.03%

6

0.34%

46

2.60%

19

1.07%

5

0.28%

277

15.67%

12

0.68%

93

5.26%

440

28.68%

496

32.33%

125

8.15%

1

0.07%

38

2.48%

11

0.72%

3

0.20%

216

14.08%

4

0.26%

200

13.04%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

正社員・正職員

パート・アルバイト

派遣社員・契約社員

会社・団体等の職員

自営業

家族従事者

内職

無職

その他

未回答

回答数

Ｒ2年度：1,768

Ｒ3年度：1,534
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問 32 あなたの現在の働き方について、主なもの１つを選んでください。 

なお、現在働いていない方は、「⑧無職」を選んでください。 

① 正社員・正職員  ② パート・アルバイト  ③ 派遣社員・契約社員 

④ 会社・団体等の役員  ⑤ 自営業  ⑥ 家族従事者 

⑦ 内職  ⑧ 無職  ⑨ その他 

   

 

 

 

 「正社員・正職員」の割合が 41.98％と最も高く、次いで「パート・アルバイト」の割合が 23.60％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

758

42.87%

474

26.81%

182

10.29%

10

0.57%

61

3.45%

1

0.06%

0

0.00%

170

9.62%

12

0.68%

100

5.66%

644

41.98%

362

23.60%

140

9.13%

5

0.33%

38

2.48%

2

0.13%

1

0.07%

131

8.54%

8

0.52%

203

13.23%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

正社員・正職員

パート・アルバイト

派遣社員・契約社員

会社・団体等の職員

自営業

家族従事者

内職

無職

その他

未回答

回答数 

Ｒ2 年度：1,768 

 Ｒ3 年度：1,534 
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問 33 現在、働いている方におたずねします。 

   あなたの現在の仕事への悩みや不安について、あてはまるものすべてを選んでください。 

① 勤務時間が長い  ② 通勤時間が長い  ③ 子の送迎時間と合わない 

④ 残業が多い  ⑤ 給料が少ない  ⑥ 資格を活かせない 

⑦ 雇用や身分が不安定  ⑧ 職場の人間関係  ⑨ 休暇が取りにくい 

⑩ 特にない  ⑪ その他 

   

   

 
 

 「給料が少ない」の割合が 49.33％と最も高く、次いで「休暇が取りにくい」の割合が 17.50％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

240

16.02%

75

5.01%

116

7.74%

153

10.21%

753

50.27%

51

3.40%

224

14.95%

218

14.55%

268

17.89%

256

17.09%

55

3.67%

200

16.67%

73

6.08%

100

8.33%

126

10.50%

592

49.33%

32

2.67%

185

15.42%

182

15.17%

210

17.50%

207

17.25%

45

3.75%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

勤務時間が長い

通勤時間が長い

子の送迎時間と合わない

残業が多い

給料が少ない

資格を活かせない

雇用や身分が不安定

職場の人間関係

休暇が取りにくい

特にない

その他

母数は、問32の無職、

未回答を除いた回答数

Ｒ2年度：1,498

Ｒ3年度：1,200
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問 34 現在、働いていない方におたずねします。 

   あなたが仕事についていない理由について、あてはまるものすべてを選んでください。 

① 子どもの預け先が見つからない  ② 病気や怪我 

③ 親族の世話や介護等  ④ 条件の合う仕事が見つからない 

⑤ 資格取得のため通学中  ⑥ 就労しなくとも蓄え等で生活ができるため  ⑦ その他 

 

 「病気や怪我」の割合が35.88％と最も高く、次いで「条件の合う仕事が見つからない」の割合が31.30％

となっています。 

 

問 35 現在求職中の方と今後転職を考えている方におたずねします。 

   あなたは今後どのような雇用形態の仕事に就きたいと考えていますか。あてはまるもの１つを選

んでください。 

① 正社員・正職員  ② パート・アルバイト  ③ 派遣社員・契約社員 

④ 会社・団体等の役員  ⑤ 自営業  ⑥ 家族従事者  ⑦ その他 

   

 

 「正社員・正職員」の割合が 68.96％と最も高く、次いで「パート・アルバイト」の割合が 22.53％と

なっています。 

 

22

12.94%
60

35.29%

22

12.94%

55

32.35%

16

9.41%

3

1.76%

31

18.24%

18

13.74%

47

35.88%
16

12.21%

41

31.30%
13

9.92%

4

3.05%
20

15.27%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

子どもの預け先が見つからない

病気や怪我

親族の世話や介護等

条件の合う仕事が見つからない

資格取得のため通学中

就労しなくとも蓄え等で生活ができるため

その他

245

69.60%
80

22.73%
16

4.55%
1

0.28%
6

1.70%
0

0.00%
0

0.00%
0

0.00%
4

1.14%

251

68.96%
82

22.53%
18

4.95%
4

1.10% 7

1.92%
0

0.00%

0

0.00%
0

0.00% 2

0.55%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

正社員・正職員

パート・アルバイト

派遣社員・契約社員

会社・団体等の職員

自営業

家族従事者

内職

無職

その他

母数は回答数

Ｒ2年度：352

Ｒ3年度：364

母数は問32の無職の回

答数 

Ｒ2 年度：170 

 Ｒ3 年度：131 
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【６ 収入について】 

問 36 あなたの昨年１年間の総収入について、あてはまるもの１つを選んでください。 

   ※総収入には、給与、年金、手当、養育費、生活保護費等を含みます。 

① 50 万未満      ②  50～100 万円未満   ③  100～150 万円未満   

④ 150～200 万円未満  ⑤ 200～250 万円未満   ⑥  250～300 万円未満 

⑦ 300～400 万円未満  ⑧ 400～500 万円未満   ⑨ 500 万円以上 

 

※令和３年度は金額を分割したため、（ ）を付けた金額の値は、内訳の表示となります。 

 

 

 「100 万円～200 万円未満」の割合が 34.03％と最も高く、次いで「200 万円～300 万円未満」の割合

が 27.18％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

240

13.57%

689

38.97%

468

26.47%

173

9.79%

32

1.81%

15

0.85%

151

8.54%

79

5.15%

110

7.17%

189

12.32%
266

17.34%

256

16.69%

522

34.03%247

16.10%

170

11.08%

417

27.18%

119

7.76%
39

2.54%
10

0.65%

238

15.51%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（50万円未満）

（50～100万円未満）

１００万円未満

（100～150万円未満）

（150～200万円未満）

１００万円～２００万円未満

（200～150万円未満）

（250～300万円未満）

２００万円～３００万円未満

３００万円～４００万円未満

４００万円～５００万円未満

５００万円以上

未回答

回答数 

Ｒ2 年度：1,768 

  Ｒ3 年度：1,534 
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問 37 あなたの世帯の収入の種類について、あてはまるものすべてを選んでください。 

① 給与収入  ② 年金  ③ 親・親族からの援助  ④ 児童手当  ⑤ 児童扶養手当  

⑥ 生活保護費  ⑦ 養育費  ⑧ 家賃・利子等の収入  ⑨ その他          

 

 「給与収入」の割合が 77.57％と最も高く、次いで「児童扶養手当」の割合が 63.69％となっていま

す。 

 

問 38 あなたの世帯の家計で増えている費用はどのような費用ですか。あてはまるものすべてを選んで 

   ください。 

① 食費  ② 家賃  ③ 光熱水費  ④ 衣服費  ⑤ 育児費 

⑥ 子どもの教育費  ⑦ 自分の資格取得のための教育費  ⑧ 交際費   

⑨ 娯楽費  ⑩ 特になし  ⑪ その他 

 

 「食費」の割合が 59.71％と最も高く、次いで「子どもの教育費」の割合が 47.26％となっていま

す。 

1,452

82.13%
46

2.60%
52

2.94%
1,079

61.03%
1,189

67.25%
55

3.11%
319

18.04%
2

0.11%
41

2.32%

1,190

77.57%
33

2.15%
40

2.61% 900

58.67%

977

63.69%33

2.15%

289

18.84%
1

0.07%
20

1.30%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

給与収入

年金

親・親族からの援助

児童手当

児童扶養手当

生活保護費

養育費

家賃・利子等の収入

その他

回答数

Ｒ2年度：1,768

Ｒ3年度：1,534

1,175

66.46%
233

13.18%
665

37.61%
372

21.04%
262

14.82%
902

51.02%
46

2.60%
59

3.34%
45

2.55%
63

3.56%
24

1.36%

916

59.71%
201

13.10%
543

35.40%
309

20.14%
229

14.93%
725

47.26%
36

2.35%
27

1.76%
38

2.48% 53

3.46%
28

1.83%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

食費

家賃

光熱水費

衣服費

育児費

子どもの教育費

自分の資格取得のための教育費

交際費

娯楽費

特になし

その他

回答数 

Ｒ2 年度：1,768 

 Ｒ3 年度：1,534 



31 

【７ 養育費の受取について】 

問 39 ひとり親世帯になった理由が離婚の方におたずねします。 

   あなたが離婚した時、養育費の取決めをしましたか。あてはまるもの１つを選んでください。 

① 養育費の取決めをした  ② 養育費の取決めはしていない 

 

 

 「養育費の取決めをした」の割合が 47.39％、「養育費の取決めはしていない」の割合が 44.43％とな

っています。初めて「養育費の取決めをした」の割合が「養育費の取決めはしていない」の割合を上回

りました。 

 

問 40 ひとり親世帯になった理由が離婚の方におたずねします。 

   あなたが離婚した時、養育費の取決めについて誰かに相談しましたか。あてはまるものすべてを

選んでください。 

① 親族  ② 知人・隣人  ③ 市こども家庭相談センター  ④ 母子・父子福祉団体  

⑤ 弁護士  ⑥ 家庭裁判所  ⑦ ＮＰＯ法人  ⑧ 相談していない  ⑨ その他 

 

 

 

 「相談していない」の割合が 37.41％と最も高く、次いで「親族」の割合が 27.12％となっています。 

688

45.29%

748

49.24%

83

5.46%

608

47.39%

570

44.43%

105

8.18%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

養育費の取決めをした

養育費の取決めはしていない

未回答

母数は問5のひとり親に

なった理由が離婚の回答

数

Ｒ2年度：1,519

Ｒ3年度：1,283

447

29.43%
135

8.89%
63

4.15%
11

0.72%
184

12.11%
254

16.72%
3

0.20%
581

38.25%
25

1.65%

348

27.12%
118

9.20%
48

3.74%
6

0.47%
177

13.80%
221

17.23%
7

0.55%
480

37.41%
25

1.95%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

親族

知人・隣人

市こども家庭相談センター

母子・父子福祉団体

弁護士

家庭裁判所

ＮＰＯ法人

相談していない

その他

母数は問5のひとり親に

なった理由が離婚の回答

数

Ｒ2年度：1,519

Ｒ3年度：1,283
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問 41 ひとり親世帯になった理由が離婚の方におたずねします。 

   あなたは現在、養育費を受け取っていますか。あてはまるもの１つを選んでください。 

① 現在も定期的に受け取っている  ② 現在、定期的ではないが、時々受け取っている 

③ 何年間か受け取っていたが、現在は受け取っていない   

④ 最初から全く受け取っていない 

 

 
 「最初から全く受け取っていない」の割合が 52.46％と最も高く、次いで「現在も定期的に受け取っ

ている」の割合が 26.42％となっています。 

 

問 42 養育費の取決めをしている方におたずねします。 

   お子さん１人あたりの１か月分の取決め額について、あてはまるもの１つを選んでください。 

① １万円未満  ② １万円～２万円未満  ③ ２万円～３万円未満 

④ ３万円～４万円未満  ⑤ ４万円～５万円未満  ⑥ ５万円～６万円未満 

⑦ ６万円以上  ⑧ 金額を決めていない  ⑨ 子どもの成長により変動する 

 

 「２万円～３万円未満」の割合が 29.28％と最も高く、次いで「１万円～２万円未満」の割合が 21.55％

となっています。 

358

24.62%

64

4.02%

138

8.95%

825

55.43%

339

26.42%

47

3.66%

109

8.50%

673

52.46%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現在も定期的に受け取っている

現在、定期的ではないが、

時々受け取っている

何年間か受け取っていたが、

現在は受け取っていない

最初から全く受け取っていない

母数は問5のひとり親に

なった理由が離婚の回答数

Ｒ2年度：1,519

Ｒ3年度：1,283

25

3.63%

149

21.66%

199

28.92%

110

15.99%

63

9.16%

54

7.85%

24

3.49%

19

2.76%

9

1.31%

23

3.78%
131

21.55%

178

29.28%

94

15.46%

61

10.03%

34

5.59%

23

3.78%

13

2.14%
9

1.48%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１万円未満

１万円～２万円未満

２万円～３万円未満

３万円～４万円未満

４万円～５万円未満

５万円～６万円未満

６万円以上

金額を決めていない

子どもの成長により変動する

母数は問 39 の養育費の

取決めをした回答数 

Ｒ2 年度：688 

  Ｒ3 年度：608 
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問 43 養育費の取決めをしていない方におたずねします。 

   あなたが養育費の取決めをしていない理由について、あてはまるものすべてを選んでください。 

① 自分の収入等で経済的に問題がない  ② 相手に支払う意思や能力がないと思った 

③ 相手が応じようとしなかった  ④ 相手と関わりたくなかった 

⑤ 相手と養育費の取決めを交渉したが、まとまらなかった  

⑥ 相手と現在交渉中または今後交渉予定  ⑦ 養育費を請求できることを知らなかった 

 

 

 
 

 「相手と関わりたくなかった」の割合が 63.68％と最も高く、次いで「相手に支払う意思や能力がな

いと思った」の割合が 48.60％となっています。 
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4.28%

349

46.66%

230

30.75%

485

64.84%

102

13.64%

21

2.81%

16

2.14%

21

3.68%

277

48.60%

195

34.21%

363

63.68%

79

13.86%

8

1.40%

17

2.98%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自分の収入等で経済的に問題がない

相手に支払う意思や能力がないと思った

相手が応じようとしなかった

相手と関わりたくなかった

相手と養育費の取決めを交渉したが、まとまらなかっ

た

相手と現在交渉中または今後交渉予定

養育費を請求できることを知らなかった

母数は問39の養育費の取

決めをしていない回答数    

Ｒ2 年度：748 

  Ｒ3 年度：570 
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【８ 面会交流について】 

 

問 44 ひとり親世帯になった理由が離婚の方におたずねします。 

   あなたが離婚した時、面会交流の取決めをしましたか。あてはまるもの１つを選んでください。 

① 面会交流の取決めをした  ② 面会交流の取決めをしていない 

 

 「面会交流の取決めはしていない」の割合が 54.64％、「面会交流の取決めをした」の割合が 35.15％

となっています。 

 

問 45 ひとり親世帯になった理由が離婚の方におたずねします。 

   あなたが離婚した時、面会交流の取決めについて誰かに相談しましたか。あてはまるものすべて

を選んでください。 

① 親族  ② 知人・隣人  ③ 市こども家庭相談センター  ④ 母子・父子福祉団体  

⑤ 弁護士  ⑥ 家庭裁判所  ⑦ ＮＰＯ法人  ⑧ 相談していない  ⑨ その他 

 

 
 「相談していない」の割合が 43.73％と最も高く、次いで「親族」の割合が 22.21％となっています。 

 

509

33.51%

923

60.76%

87

5.73%

451

35.15%

701

54.64%

131

10.21%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

面会交流の取決めをした

面会交流の取決めはしていない

未回答

354

23.30%
110

7.24%
31

2.04%
11

0.72%
119

7.83%
203

13.36%
4

0.26%
741

48.78%
20

1.32%

285

22.21%
95

7.40%
29

2.26%
4

0.31%
117

9.12%
172

13.41%

5

0.39%

561

43.73%13

1.01%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

親族

知人・隣人

市こども家庭相談センター

母子・父子福祉団体

弁護士

家庭裁判所

ＮＰＯ法人

相談していない

その他

母数は問5のひとり親

になった理由が離婚の

回答数

Ｒ2年度：1,519

Ｒ3年度：1,283

母数は問5のひとり親になった理由が離婚の回答数 

Ｒ2 年度：1,519 

Ｒ3 年度：1,283 
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問 46 面会交流の取決めをしている方におたずねします。 

   あなたは現在、面会交流を行っていますか。あてはまるもの１つを選んでください。 

① 月２回以上  ② 月１回程度  ③ ２～３か月に１回程度  ④ 半年に１回程度  

⑤ １年に１回程度  ⑥ 過去に行ったことがあるが、現在は行っていない 

⑦ 今まで一度も行ったことがない   

 

 

 

 

 「過去に行ったことがあるが、現在は行っていない」の割合が 34.15％と最も高く、次いで「月１回

程度」の割合が 21.51％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

47

9.23%

109

21.41%

56

11.00%

30

5.89%

33

6.48%

163

32.02%

71

13.95%

38

8.43%

97

21.51%

54

11.97%

29

6.43%

19

4.21%

154

34.15%
60

13.30%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

月２回以上

月１回程度

２～３か月に１回程度

半年に１回程度

１年に１回程度

過去に行ったことがあるが、

現在は行っていない

今まで一度も行ったことがない

母数は問 44 の面会交流の取決

めした回答数  

  Ｒ2 年度：509 

 Ｒ3 年度：451 
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問 47 面会交流の取決めをしていない方におたずねします。 

   あなたが面会交流の取決めをしていない理由について、あてはまるものすべてを選んでください。 

① 子どもの連れ去りや虐待の恐れがある  ② 子どもが会いたがらない 

③ 相手が応じようとしなかった  ④ 相手と関わりたくなかった 

⑤ 相手が養育費を支払わないから   

⑥ 相手と面会交流の取決めをしなくても、子どもと交流できている 

⑦ 相手と面会交流の取決めを交渉したが、まとまらなかった 

⑧ 相手と現在交渉中または今後交渉予定 

⑨ 面会交流の取決めをできることを知らなかった 

 

 

 

 

 「相手と関わりたくなかった」の割合が 58.92％と最も高く、次いで「子どもが会いたがらない」が

20.68％、「相手が養育費を支払わないから」が 19.69％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

93

10.08%

189

20.48%

113

12.24%

534

57.85%

200

21.67%

97

10.51%

21

2.28%

10

1.08%

35

3.79%

77

10.98%

145

20.68%

83

11.84%

413

58.92%

138

19.69%

75

10.70%

22

3.14%

8

1.14%

30

4.28%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

子どもの連れ去りや

虐待の恐れがある

子どもが会いたがらない

相手が応じようとしなかった

相手と関わりたくなかった

相手が養育費を支払わないから

相手と面会交流の取決めをしなくても、

子どもと交流できている

相手と面会交流の取決めを交渉したが、

まとまらなかった

相手と現在交渉中または今後交渉予定

面会交流の取決めをできることを

知らなかった

母数は問44の面会交流の

取決めしていない回答数

Ｒ2年度：923

Ｒ3年度：701
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問 48 その他、悩みや不安、必要と感じる支援等やひとり親家庭施策について郡山市に対する御意

見、御要望などがありましたら、御自由にお書きください 
 

 

No. 自由意見 

1 

息子が、4,5 歳で発達障害がわかり、市役所で何かを相談した際に、療育をしてもらえる児

童デイサービスを教えていただいた。おかげさまで早くから療育でき、相談もできたので息

子にはとても良かった。周りの支援級のお友達は、皆さん児童デイサービスという存在を知

らなかった様子で気の毒に感じた。療育は早いほうがいいし、相談も出来て安心する。しか

もシングルなので無料で利用できた。とても感謝している。今はもう児童デイサービスも知

る人は増えたと思うが、皆さんがそういったサービスを知ることが出来る体制作りが必要と

思った。ウチはもう高校生になりました。おかげさまでとても優しく育ち、楽しい学校生活

を送っています。児童扶養手当も、無料での児童デイサービスの利用も、本当に感謝してい

ます。ありがとうございます。  

2 コロナ禍での、ひとり親家庭への特別給付金がとてもありがたかった。 

3 不正に支援を受けている人がたくさんいるので確認をきちんとして欲しい。 

4 

平日土祝も働き、1 日 8.9 時間仕事をしていてやっと生活が回る感じ。パートなので月によ

って給与も変わるため不安は多い。それでも、給与の額が上がればどんなに余裕がなくても、

申請用紙に書かれた金額だけで判断されて、母子手当ては減らされる。それなんとかして欲

しい。 

額面だけ見れば、誰でも余裕だろうと思うかもしれないけど、パート雇用のひとり親が子供

を一人で育てるのに、ただ普通の衣食住のみにお金を使っているわけじゃないです。 

審査するならば、ちゃんとどのような状況なのかを少しでも聞いて判断して欲しいと思いま

す。 

比較的人がいない時に、用紙を提出に行ったが、富久山行政センターの人は、ニコニコこど

も館の方と違って、できるだけの範囲で話を聞いて対応してくれる感じも全くなく、行くん

じゃなかったと思った。いちいち親身になって聞いてなんて役所仕事でするわけないのは分

かっていますが。態度 1 つ言葉 1 つでもあるのとないのは全く違うと思った。 

今度からは、どんなに仕事で時間が取れなくても、ニコニコこども館に行って手続きしよう

と思いました。 

5 
児童扶養手当の支給条件を見直して欲しい。現在の収入かないのに手当てを受けられないの

は納得し難いです。 

6 
周りから聞くと、ひとり親が受けることができる制度がけっこうあることを知り、今後利用

できたら利用したいと思いました。 

7 

自分が病気になったとき、手助けがいないのでサポート体制があるといいと思う。行政頼り

だけでなく、ひとり親同士で助け合える体制や取り組みがあってもいいと思う。家庭で不要

な日用品や学用品、育児用品、衣類等生活必需品を寄付したり寄付してもらったり出来ると

良いと思う。 

（子供の衣類等は成長に合わせて買い替えたり、学用品も年齢で変わりお金がかかるので、

お下がりできるといいと思う） 
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8 

子どもの教育費は、とにかくかかるのに、手当てに上限があるのが納得いかない。毎月赤字

になるので、貯金を切り崩さないと生活できない。子どもたちが、進学のため、自宅を出る

ようになるとますます厳しくなる。なので、手当てに上限をなくしてほしい。 

9 児童クラブなどの経済的支援がほしい。 

10 

子供が欲しくても経済的に厳しくお金のことを考えると子供を諦めることもあったので、家

賃や子供手当の金額の幅をもう少し増やしてほしい。１人子供を出産する毎に祝い金など、

正直お金がないと何かをしたくてもしてあげられない。 

11 小学生の就学援助制度で給食費は助かっているが、教材費が少ないので改善してもらいたい 

12 民間の借家の家賃補助があったら助かります。 

13 
児童扶養手当の手続きが何度も続けてあり大変。必要書類を西庁舎まで取得しに行かなけれ

ばならないのが大変。 

14 
ひとり親の医療費先払い免除制度がまだ開始になっていないので、お金がないと病院にも通

えない。早く導入してほしい。福島県の最低賃金をもっと高くしてほしい。 

15 

ひとり親の子供たちは就労の間一人で留守番や習いごとに出かける等、親の保護下ではない

ところで生活をしている。自立を促せる反面、いろいろな機会を失わせているのではないか

と考えてしまう。（一人で時間を過ごすと、ゲーム、動画など人と触れ合うことなく完結して

しまう遊びが多い。）このような子供たちが安心して学べたり、集まれる場所があればよいと

思う。 

16 
弁護士に相談して良かった。コロナに対してすごく不安。予防接種の予約の仕方が分からな

い 

17 
コロナで時短になり給料が減ったのに母子に対する支援金が足りなすぎる。支援金の申し込

みが 2 か月過ぎとかで遅すぎる。月々入るお金がないと暮らしていけない。 

18 資格取得、就労支援等 

19 半年に 1 回でもまた給付金が出たらすごくたすかる 

20 
母子、父子家庭の方が暮らしやすい郡山にしてほしいです。他県はコロナで母子家庭の方に

お金をあげている。郡山は色々とお金の件で遅い。本当に困ってます。 

21 児童扶養手当の額をもっと上げてほしい。 

22 仕事が選べない 

23 民間賃貸住宅の家賃補助を必要としています。 

24 この手続きの期限がもう少し長くもうけられると良いと思う。 

25 高等職業訓練促進給付金の制度が役に立った。 

26 大学進学の準備金と借用手続きを簡単に。 

27 助成が受けられる幅を広げてほしい 

28 同居しているから手当なしは厳しい。 

29 
子供の成長に比例して食費が増える。お米の割引制度などを検討してほしい。 
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30 ひとり親優先の賃貸物件に入居できるように。 

31 
毎回アンケートを依頼されるが、意味がない。職員の態度も悪く、案内もない。支援も使え

ないものが多い。 

32 

養育費の金額は相手方が勝手に決めている。少ないと思っている。家賃・光熱費がかかり教

育・進学が不安である。 

 

33 

家賃補助があると助かる 

児童扶養手当、一生懸命働き収入が増えると減額され、働いていない方が満額貰えるという

のは不平等 

34 

女性であっても正社員で持ち家(住宅ローン返済中)であると状況的に助成がうけられない。 

２人障がいのある子供がいると生計を立てて行くのはかなり大変です。もう少し現状を把握

して欲しいと思います。 

35 

自身の資格取得に向けての各種支援制度(高等技能など)は大変ありがたく思っています。ひ

とり親として自立するための励みとなりました。市役所の方も温かく接して下さり感謝して

います。 

36 

これから看護の資格を取りたいが、立て替える資金がなくて通いたくても通えない。出産一

時金のように、市や国、県と学校間で直接やり取りするような形で、手続きができればよい

のにと思っている。 

37 

障害の子どもをもっていると、働くことも思うようにならず生活が大変です。自分自身も体

調を崩すと生活がままなりません。障害児をもつ家庭の支援をもっと活発にしてほしいで

す。 

38 
ひとり親で頑張っているが、両親いる方と何も変わらない。支援が全くないのは不平等。せ

めて、医療費とか考えて頂きたい。コロナでも全く対象にならない。おかしいと思います。 

39 もう少しお金の支援を増やしてもよいと思います。シングルの方の。 

40 アンケートを取った所で改善するんですか？ 

41 
ニコニコこども館の皆さんは、いつ来ても、親切、丁寧にご対応下さるので、卑屈な気持ち

になったりすることなく、気持ちよく帰れています。いつもありがとうございます。 

42 
高校卒業後の児童手当（１人親）が大学卒業時まであると、せめて、２０歳まであると助か

ります。 

43 離婚後の手続きが分かりづらいので相談できる所があったらよかったかと思います。 

44 
年金暮らしで働けなく経済的に困っています。働けなく年金受給者（ひとり親の場合）、もっ

と何か他に助成があれば助かります。 

45 相談センターで、子の発育など相談し役に立った。 

46 

仕事がサービス業なので、郡山市で運営していて、日曜祝日でも低料金で預けられる所があ

ると助かります。 
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47 
たまに不安になることがあります。そんなときに匿名でつぶやけて返信もできる、一人親の

広場的なネットがあればいいなと思うしあれば利用してみたい。 

48 
現在児童扶養手当をもらっていない（上限のため）ので、もうすこし手続きを簡素化してほ

しい→ネットで「変更なし」とおせばすむなど。 

49 
収入により扶養手当等が減った。これ以上は生活をよくするなと言われている様。頑張って

働いても減らされるとなぜなのかと思う。 

50 
ネイル、アロママッサージのディプロマをとりましたが、開業についての知識がありません。

相談できる所が分かれば良いなと思います。 

51 家賃補助、水道光熱費補助 

52 

手当てとして補助・助成していただけるだけでも助けになっていますが子供達の成長にとも

ない衣服や食費は赤ちゃんの頃以上にかかっていくのに中学生以降（？）助けていただける

額が減るようなシステムが不満ではあります。ひとり親ではなくても子供の成長に見合う補

助や助成があると良いと思います。 

53 
ひとり親家庭医療費助成を申請するのに再度すべての医療機関に行かなければならないの

がとても負担です。 

54 
資格取得する講座などを開設してほしい。コロナで外出が減り自宅時間が増えて食費がかさ

む。食糧支援などを増やしてほしい。 

55 
ひとり親の支援金をもう少し増やしてほしい。所得が増えると支給額が減ってしまうが、車

のローン等で出ていくお金のほうが多いため所得のみで判断されると生活できない。 

56 支援していただき、感謝しております 

57 

親族の家に間借りしているが、生活費を入れて援助はない。その場合も手当が停止になって

しまい、生活が厳しい。子と２人暮らしを考えているが、そのあたりの制度をもっと考えて

いただければ助かります。 

58 

子供の高校入学時や専門学校入学などお金がかかるときにバイトを掛け持ちして入学金を

賄いました。そうすると年収が増えて税金を払うようになり、いかがなものかと思いました。 

59 

収入で扶養手当を切らないでほしい。子供が高校生になり児童手当がもらえなくなり生活は

きついです。養育費も１人４万円のはずが勝手に減額されました。毎年このアンケートを書

いていますが、どこかで集計結果とか見られるのでしょうか。市の取り組みとかにはかなり

期待して書いているので。 

60 犬がいるため公営住宅に入りたくても入れない。 

61 経済的援助を幅広くやってほしい。 

62 

母子家庭で弁護士を頼んで裁判をしたいが支援を受けたい。昨年も同じことを記入しまし

た。 
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63 

ひとり親ではないので「ひとり親」という名称の書類持ち歩きたくない。また例えひとり親

であっても、それが周囲にわかるような書類は持ち歩きたくないので名称変更してほしい。

その書類のせいで嫌な思いをしたことがあった。 

64 

離婚を経てうつ病が悪化してしまい、医師から就労をストップされているが、来年は子が幼

稚園に入るため出費が増えるといけないので就労を考えている。うつを抱えながら働いてい

けるかとても不安です。 

65 
少しのオーバーで扶養手当て受給が対象外となってしまいましたが、手当はなくても、家賃

（民間の）補助が少しでもあると助かります。今後ご検討頂けたらと思います。 

66 夫の障害が理由だが、離婚していないのに、ひとり親世帯という呼び方はおかしいと思う。 

67 
元夫と私自身交流を持ちたくなかった（ＤＶがあったため）が直接連絡を取らねばならず代

理システムがあると助かるなと思った。 

68 

不安な中、市役所に行くと毎回親切に優しく教えてくれてすごく嬉しかったです。 

離婚したくても経済的に無理だろうと思って我慢していたけれど、ひとり親の為の補助がた

くさんあって必要以上に我慢する必要はなかったんだなとありがたく思っています。 

子供の支援はたくさんあり感謝していますが、私自身兄弟がいない為、今は、親の介護や経

済的な不安が大きくどこにどう相談したらいいのか分からず、それが 1 番不安です。 

69 住宅、家賃補助 

70 水道代が高い 

71 

ひとり親の税金を少しでもやすくしてくれればいい。頑張って働いても税金が上がるだけ。

児童扶養手当もらわなくて済むくらいもらえるようになっても、税金が上がり引かれるもの

が多くなる。 

72 民間賃貸住宅の家賃補助が欲しい 

73 
いろいろな書類の文章がわかりづらい 

１回の手続きで、終われば良いシステムにしてほしい 

74 

母、弟と住んでいるが、４年生になった息子と１部屋しかないので引っ越しを考えているが、

今の学校の周りには市営、県営住宅がない。市で賃貸の安い家などを紹介、案内していただ

ける所を作っていただけるととても生活しやすくなるような気がする。ご検討をよろしくお

願いします。 

75 
自分が病気になったとき、近くに子供を預けられる人がいないので、そういった機関がある

と安心だ。 

76 
病児保育を充実させてほしい。（土曜日を利用可、18 時まで利用可など）収入面や貯蓄に不

安があるので今後もサポートしてもらえると助かります。 

77 コロナで失業し、病気になり困っています。 

78 

今後５年を経過したら、生活困窮していても手当てがなくなると不安です。 
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79 
共同親権の話が進んでいるようで、共同親権になったら私たちの生活がどうなってしまうの

か、生活が壊されてしまうのかとても怖いです。 

80 実家暮らしだと母子家庭の援助がない。学費が大変。 

81 

自営業でコロナの問題で収入がない。 

しかし役員報酬で数字が出ているので収入がなくても手当てがもらえない。そういった方が

他にもいると思うので、そういった人を助けてほしい。 

82 

放課後に預ける場所が少ない。また、学童だとフルタイムで働かないと預けられないなどの

規制があって、預けられないのはおかしいと思う。病気の場合など理由があれば利用できる

ようにしてほしい。 

83 
息子が１人、小学６年生で今の賃貸の間取りが狭くなってきた。将来的に考えて小さくても

家を購入できるための補助があるとありがたいです 

84 

問 17 その他についての回答だが、長文なのでこちらに記載する。 

発達障害による登校渋りや、学校から呼び出し等病児ではなく学校のある時間に預けること

が難しくひとり親だから働かなければいけない。登録が簡単で気楽に利用できる所があれば

良い。 

85 手続きに時間がかかる。マイナンバーカードでなんとかならないのか 

86 
仕事をしていると相談等に行ける時間がない。（平日は休めない）他人とかかわる余裕がなく

どうしても自分で抱えてしまう。土日、夜間に相談できる窓口があればいい 

87 悩みは給料が少ないことぐらいです。 

88 大学進学の時が一番お金がかかるため、もう少し考えてほしい。 

89 

希望の保育所に入れず、少し離れた保育所になると出勤時間をずらすなど給料が少なくなっ

てしまう。コロナも増えていて家族が検査になると不便。家族の分の保証はないのでどうし

てよいのかわからない。 

90 
転校をしないために財産分与で家をもらったが、固定資産税の負担が大きく、母子家庭では

支払いが難しい。 

91 

手当が入らない月が一番子供にお金がかかる月なのでとても苦しいです。手当があることで

助けられていますしとてもありがたいですが、手当がない月は不安になります。手当がない

月は長期休暇等で食費や光熱費が増えるのが現状です。 

92 
離婚時に「毎年住民票を見てやる」と脅された。万が一再婚でもしたら養育費は絶対に支払

わないといわれた。怖くて面会交流はさせられない。 

93 子供を預けられる施設を増やしてほしい 

94 買物券やガソリン券の配付 

95 

養育費を支払わない親に市や国から請求して親としての義務を果たせる制度を作ってほし

いです。 

 

96 土・日・祝日の子の預け先がない。有料でもいいので施設を作ってほしい。 
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97 

DV による離婚で、裁判で慰謝料も決定したが支払わせず、離婚して 10 年目。当時無職の為

少額に決定した養育費も支払われない月もある。 

10 年経過し、こちらが慰謝料の請求時効を迎えたら成長した子達の住所を調べ上げ、私への

誹謗中傷の手紙を送り付けられたり子ども達が不安になっている。少額の養育費、慰謝料の

不払いなども子ども達への心理的不安を逃れる為耐えたのに。郡山市で不払いの養育費の相

手側への代行取立など、行政として考えて頂けないでしょうか。 

１０年以上経っても、自分も子も経済的・精神的 DV を受け続けなくてはならないのは本当

に辛いです。 

98 家賃支援があってほしいです。（民間アパートを借りる際に） 

99 子供に不自由なく色々な選択をさせてあげたい。お金の心配がない生活をしたい。 

100 
家賃補助をいただきたい。自分から探す、調べることも必要かと思いますが、「こういう制度

がある」といったお知らせを発信していただきたい。調べる気力と時間が正直ないです。 

101 

児童扶養手当・ひとり親医療費助成とても助かります。現在小規模保育所に預けております

が、今年度で卒園です。私は今からほかの保育所に転園させたいとおもい窓口で相談しまし

たが、今の保育園を卒園してくださいと言われました。もう少し自由に転園ができるとうれ

しいです。 

102 とにかく補助が欲しい。収入があっても子の将来のために毎月補助が欲しい。 

103 放課後児童クラブの費用を軽減してほしい。 

104 
本人が希望するところまで進ませてやりたいが、高校卒業後、進学を希望した際の教育費が

不安です。 

105 
子供が大学進学を望んでいるが、日々の生活で精いっぱいで進学費用の借り入れにとても悩

んでいます。 

106 
コロナ禍の中で、仕事の時間が減り収入が減ったので、もっとひとり親への支援を考えてほ

しい。 

107 母子家庭への家賃補助があると良い。 

育児の親子関係について相談できる心理士などがいたら良い。 

108 
何かの申請の時に、他の申請についてもできますよと教えてもらえて助かった。 

・カルチャーパーク等でシングル割引があると嬉しい。 

109 

児童扶養手当の支給停止上限を見直してほしいと思います。一生懸命働いて給料が増えても

扶養手当が支給されないのでは、ひとり親家庭はどこまで行っても裕福にはなれないと思い

ます。将来子供を大学まで通わせたくてもできないのでしょうか？停止額の上限を考え直し

てほしいと思います。 

110 何の援助も受けていないので何の助けにもなっていない。 

111 仕事の休みが日曜日だけなので、手続き等で日曜日に対応していただけると助かります。 

112 休日に手続き期間がありとても助かりました。 

113 児童扶養手当の審査が前年度の収入額ではなく、現在の不足分を賄えないのがつらい。 
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114 

所得に応じて児童扶養手当がなくなってしまうのは困る。１人で育てているのに他家族より

手当をもらっても足りなく貯蓄もできない。大学にも行かせてあげられない。ひとり親でも

大学に行かせてあげたいが行かせられない。ひとり親の子はみんな高卒になってしまう。子

育て支援についてもう少し考えてほしい。 

115 

DV などの被害にあい、逃げたくても経済的な理由であきらめてしまう、又は行く場所がな

い、当面の生活費の不安など、ひとり親家庭であってもしっかりセーフティーネットがあ

るから大丈夫と考えられるような施策をお願いします。母子生活支援施設の設置を早急に

取り組んでもらいたい。 

116 

子供の心の不安が大きかったせいか不登校となり暴力行為が増えました。学校のスクールカ

ウンセラーに相談しましたが、逆効果となりました。子供が自ら相談できるセンターを設け

てほしい。窓口ではなく１つの施設としてほしい。 

117 
児童扶養手当は助かる制度ですが、生活費が別でも親と同居している場合の減額が辛いで

す。（父が生きているときは毎年０円でした。） 

118 何も役に立っていない 

119 
未婚でも減税対象になり助かりました。コロナもあるので、このような手続きも郵送やｗｅ

ｂで行えればと思います。 

120 
実家に同居しているが支援を受けている訳ではなく、出費は変わらないので、もう少し考え

てほしい。 

121 児童扶養手当の制度のおかげで生活できています。ありがとうございます。 

122 
食料の負担が少なくなると良い。学校の長期休暇中、学童へ預けられるが、お弁当のため食

費がかかる。学童費もさらに値上がりになり、おやつ代もかかり、負担が重なっている。 

123 
ひとり親の支援制度をもっとアピールした方が良い。ホームページ上だけでは分かりにくく

詳細をもっと広く知りたい。 

124 大学進学の際の補助 

125 所得収入によって受けられない手当等が多すぎる 

126 
このアンケートが今後本当に役に立つ、生かされるのか疑問です。ただ形だけなのではない

でしょうか・・・。 

127 
ひとり親家庭の手当てが有りがたい。他地域で適用されている養育費未払いの際の立替など

対応していただきたい。 

128 高等職業訓練促進給付金があるから自立に向けて頑張れます。ありがとうございます。 

129 家賃補助支援がほしい 

130 

親だけではなく、子供の資格取得にも援助が欲しい。塾に通わせているが授業料の支払いが

大変である。ボランティアが教えている塾があれば教えてほしいし、なければ市のほうで作

ってほしい。 

131 

なぜ、養育費を支払っていない方に罰則がなくひとり親の方ばかり手続きさせ、制約（事実

婚やお付き合いしている人がいると制度を使えない。収入が多いと受けられない）があるの

か 
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132 
子が大学、専門学校に入学（在学）の場合の支援を充実させて欲しい。家計を考えると子が

県外希望していて行きたい大学に行かせてやれない現状がある。 

133 保健師の方のアドバイスには感謝をずっとしております。 

134 
今年度で受給も終わりです。更新時等市の職員さんの対応、みな優しく良かったです。あり

がとうございました。 

135 毎年、理由を問われることが苦痛 

136 民間住宅の家賃補助希望（学区内で引越し考えると負担が多い） 

137 
世帯別にしているシングルマザーでも支援か児童扶養手当など受け取れるようにしてもら

いたい。ダブルワークをしても生活が大変です。 

138 食べる物に困っています。車がないのでもらいに行く事もできません。 

139 

今は同居家族がいるが親もいつまで生きているか分からないので、先の生活は不安です。子

が発達障害があり学校に行けず私も仕事を休むことも多々あります。学童も合わず行くだけ

で具合が悪くなる。無理に通わせることもできず仕事をセーブするしかない。学校でコロナ

がでた時も子供を預ける所がなく、仕事に１週間行けませんでした。そういう時に子供を預

けられる所があると助かります。発達障害の子を持つ親として支援はまだまだ頼れる所が少

ないと感じています。 

140 
ひとり親は市営団地に入りやすいと聞いたが団地だけにせず賃貸でも補助して欲しい。 

141 
養育費が３年前から支払われず、裁判所を通じて申立を行ったが全く応じてくれない。法的

な手続き罰金など強い法律ができればと思います。 

142 

娘が不登校がちになってしまった際にふれあい学級を利用させていただいたのですが、担当

の方に心無い言葉をかけられとても不愉快な思いをした。その後利用をできなくなってしま

った。 

143 何もない 希望もない 

144 
収入があったとしても、母子家庭には児童扶養手当が欲しい。仕事で時間がない中来ている

のに意味があるのかわからない。 

145 扶養手当、医療費助成の制度に助けられています。 

146 手続きの際、寄り添って丁寧に対応してもらった。 

147 
一般の賃貸住宅や家のローンなど、住まいへの援助があるとよいと思う。子供３人で狭いア

パートで暮らしていて、今後成長して行く上でどうしようかと不安です。 

148 一般的にひとり親の収入は低いのに、もらえる上限が低すぎる。 

149 
今後、中学、高校と進学していく中で学校以外の塾などに通わせる為の支援金がないと難し

く他者との学力に違いがでる事を心配している。 

150 税金や光熱費が年々高くなっているのに、手当てが少なく、生活にとても困っている。 

151 
窓口に行っても、新人の方以外、自ら声をかけて、笑顔で対応してくれる職員が少ない。各

種相談もしにくく、申請しないほうがよいかと思ってしまう。 
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152 

ひとり親家庭でも実家住みの人には非課税対象外なので、本人の所得で判断してほしいで

す。失業しても生活していかなければなりません。かなりメンタルもやられました。国への

要望をお願いしたいです。何も受けられないひとり親もいるんです。 

153 市は何もしてくれない。ひとり親にもう少し支援してほしい。 

154 市からの援助に感謝しています。 

155 いろいろ助成があって助かっています。ありがとうございます。 

156 川沿いに外灯が欲しい。 

157 経済的に大変。家賃だけでも援助する制度が欲しい。 

158 
疲れました。不安でさみしくて困ってしまいます。でも子供たちが大きくなるまで頑張り

ます。 

159 どういう支援があるのかわからない。 

160 
子供に病気があるが、市の定めた障害には該当しなく、支援を受けられない。そういうのを

少しでも相談、援助していただける所があれば良い。 

161 
児童手当が中学生でおわるのは早いと思う。現在、私立高校に２人通っているのでとても生

活が大変。１８才まで延ばしてほしいと思った。 

162 今まで様々な事を助けて頂き本当に感謝しています。ありがとうございます。 

163 
毎年アンケートには答えていますが、何一つ希望が実現したことや役に立ったことがありま

せん。 

164 児童クラブの長期休みの間の金額が高いので、支援があればなと思う。 

165 養育費をもらう方法が知りたい。ひとり親同士の交流会には参加したい。 

166 育児が年々増加し、転職や資格取得を考えたが、時間もお金もない。先に進めない。 

167 支援が中学生までという制度が少なくない。高校生まで支援してほしい。 

168 賃貸アパートの補助をお願いしたい。 

169 

頑張って働いて給料稼いでも、手当てが減額されては意味がない。仕事があるから習い事に

も通わせてあげられないのに。 

そもそも、ここに書いても返答が受けられないし、アンケート結果はどこで見ていいのかも

知らないから、書いても意味がないと思ってしまう。 

170 

子供が高校生になり、児童手当が終了。また就学援助もない、入学時、県立高校でも制服や

設備費などで２０万円は支払ったが、なんの支援もないため生活がとても苦しくなった。入

学時（幼小中高大のすべてで）の支援は必要だと思う。 

171 
 認知症の祖母と祖母の姉がいて、父母の負担が大きいが、年月が経つと、さらに大きな負担

が自分にのしかかってくる。不安が大きい。 

172 

来年子供が高校進学なのですが、入学費用、学費の支払いが大変厳しい状況です。どのよう

な支援があるのか、どこに聞けばいいのか、何を調べればいいのかもわかりません。もう少

し、支援があることを入学前に詳しく知ることができたらいいと感じます。費用の心配なく、

進学を考えられるようにしてあげたいのです。 
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173 郵送または、ネットでできるようにしてほしい。 

174 

民間のアパートに引っ越したいが現実的に金銭面で厳しい。補助があると本当に助かりま

す。公営は役員が回ってきてただでさえ子供と過ごす時間が少ないのにさらに時間を取ら

れ、寂しい思いをさせています。 

175 
就学支援制度が役に立っています。部活動の助成もできて大変助かっています。ありがとう

ございます。 

176 資格を取るための支援をしてほしい。給付型で出してほしい。 

177 

児童扶養手当は１８歳までですが、今は大学まで進学する子が多くなってきているのででき

れば２２歳まで、最低でも２０歳まで支給いただけると助かると思います。子の行きたい大

学と母が行かせられる大学に差があり、大学選びは結構悩みました。 

178 

学区内に団地があれば、悩まずに引越しをすることができる。現在住んでいる学区には団地

が１ヶ所しかなく満室で、子どもがやりたい事をやるには、今の地域に住み続けたいと考え

ているので引越したいが今より家賃が高くなるので、何も変えられない。（郡山一中学区） 

179 各種手当は経済的にとても助かっています。 

180 
病気が悪化して働くに働けない。いろいろな制度があって助成金を頂けるのはありがたいで

す。 

181 
民間アパート等の支援は絶対に必要としている人が多いと思います。家賃は家計の一番の負

担です。民間アパート等の費用を何割か負担してほしい。 

182 

民間住宅の家賃補助や光熱費の特別補助があると助かります。子供達が大きくなってくる

と、食費、光熱費、教育費がもの凄くかかり、先行きが不安になります。毎日毎月かかって

くるものに少しでも補助が入るとたすかります。 

183 子の進学の際に金銭面等など相談できるところがあるか知りたい。 

184 毎年毎年アンケートを記入してますが何か改善してますか？ 

185 

パートなので正社員で働けるところに就職したいが、高卒で資格も特にないのでなかなか条

件に合うところが見つからない。手当をもらっていても生活がいっぱいいっぱいで子供の将

来のための保険なども入れず不安。 

186 
求職を理由として認可保育所を利用できるのが３か月では短い。もう少し期間に余裕が欲し

い。 

187 

高校での毎年かかる教科書代や学校での経費が多すぎる。１６歳以上は児童手当もなくなる

のできついです。尚更、専門学校や大学等への進学は進みにくくなるのが正直なところです。 

188 ひとり親家庭に対しての貸付より、補助金や支援金を増やしてほしい。 

189 コロナの支援がありがたかったです。ありがとうございました。 

190 補助をしていただけるので助かります。 

191 
新型コロナウイルス感染の怖さもあり、自分がかかってしまった時を考えると仕事に行くの

も怖いです。ひとり親家庭の在宅ワークを市や県から要請してもらえると安心できます。 
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192 今中学生だが、子供の今後の進路にかかるお金に不安がある。あとどれくらい必要なのか。 

193 
１人で子供を１８歳まで育てていくのにお金のことで大変だというのがつくづく感じまし

た。 

194 

学校の児童クラブが低学年しか入れず、結果通知には民間のクラブに補助が出ると記載が

ありましたが、学校周辺にはありません。高学年なら少しの時間なら図書館を開放する等

の支援が欲しい。急に「入れませんでした。他を探して」と放り投げられて驚きました。

他県や都を参考にしてみては。さすが郡山市と誰もが言いますよ。お役所仕事、そろそろ

改善すべきです。 

195 子どもたちの進学、学費 

196 

DV で離婚したので相手と関わりたくなくて何の取り決めもしていない。ひとり親医療費に

ついて、親の支払いが発生すると結局お金がなくて、病院に行きたくても我慢せざるを得

ない。病院や薬局から子ども医療費と同じように、直接郡山市に請求してもらって親の窓

口負担を無くしてほしい。自己負担金 1,000 円とかも他市町村に比べるとありえない。無

駄な人件費をかけるくらいなら改善してほしい。 

197 

子供が大学に行きたいと言っているので行かせてあげたいが、学費を考えると現実的ではな

く「お金がないから無理」とは言えません。とにかく子供の進学が無事に終わるまで毎日、

お金の心配で頭がいっぱいです。考えることがそればかりで楽しくないです。 

198 ひとり親の収入に関わらず何かしら支援があると気持ちは楽になると思う。 

199 
いつもいろいろお世話になってありがとうございます。相談センターがあったのを知らなか

ったので、今後何かあったら利用させていただこうと思います。 

200 私立高校の授業料無償化をはやくしてほしい。 

201 

養育費を相手に支払う事を義務化してほしい。男性は支払いをしないことを重く思っていな

い。女性が（出産した者）が苦労ばかりする。この制度を何とかしてほしい。育児と仕事の

両立は大変です。 

202 
郡山市に対してではないですが、自分や子供がコロナにかかった時、どうしたらいいか不安

です。 

203 児童手当を高校卒業まで支給してほしい。もしくは、扶養手当を増額してほしい。 

204 高校・大学にお金がかかるのに、手当がなくなるのは困る。 

205 児童扶養手当がもらえないので、基準を変えてほしい。 

206 

毎年わずかに昇給があり、月１０００円ほどの昇給で児扶手の対象から外れてしまった。生

活は大きく変わらず、むしろ子供の教育費で出費が増えている。マンションを購入したが、

それもぎりぎりの支払い（ローン）している。資産と言われれば資産だが出費は変わらない。

収入のみで審査ではなく、何かないものか？と思います。 

207 
養育費の未払いについて相談する場所がない。相談しても根本的な解決にはならない。 
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208 
家計がぎりぎりなので、もう少し母子家庭の金銭的支援が欲しい。正社員が働くと児童扶養

手当が該当せずもらえない。正社員である程度給与を貰えていても厳しい現実です。 

209 子供が就職して安定な生活が送れるまで手当てをもらいたいです。 

210 
一人親の手当てはとてもありがたいです。手当てのおかげでちゃんと子供を育てることがで

きていると思います。 

211 

児童手当など助けてもらえるのはありがたい。でも子供がおおきくなれば出費も増え、仕事

を始める時も、お金のない状況で色々そろえたり大変でした。仕事をしても落ち着くまでも

う少し助けてもらえれば助かったと思う。今の生活がギリギリで不安でしかありません。 

212 

スクールソーシャルワーカーが忙しくて親身に相談できない。増員が必要と感じる。フー

ドバンク等の施設一覧があるといい。生活保護費からもらう子供への学費分が少なく、生

活扶助から出すと家族で生活できない。 

213 

今回のコロナの支援の中で多くが児童扶養手当を受給していることが条件になっており、

すべての支援に申込むことができませんでした。実家に暮らし、収入もある、それで十分

なのかもしれませんが、ひとり親家庭すべてに平等の支援を望みます。現在児童扶養手当

は受給していません。 

214 
仕事をしているので相談時間に間に合わないことがある。土・日にも相談を行ってほしい。

法律的なことも相談したい時があるが、相談できる日時が少ないと感じる。 

215 コロナの影響で給与が下がった場合の援助制度があればたすかります。 

216 

一人親の相談窓口に以前いったことがあるが、ネットや書類だけで分かる内容をお話しされ

ました。具体的に、私が、どうして何をしていけばいいかを専門のかたにお話ししていただ

けるような窓口だととても良いと思います。 

217 

コロナで求人が減っていて、なかなか仕事が決まらない。またやっと決まっても子の体調不

良で休まなくてはならず、収入が少ない。生活が厳しく、世の中がボーナスで盛り上がって

いても見えない壁を感じる。 

218 年々児童扶養手当の手続きがスムーズになっているのを感じます。ご苦労様です。 

219 
一人で育児をすることの不安がぬぐえない。子どもに強くあたってしまうことがあり、ダメ

な親だと思う。 

220 

かなり以前ですが、市の相談窓口を利用するには予約が必要で、なかなか予約が取れない状

況でした。確実にあまり時間をかけずに離婚の取り決め等を行うには弁護士に直接依頼する

しかなく、弁護士費用はかなり高額でした。 

221 実家に住んでいると児童扶養手当等の支援が受けられない。 

222 何かあった時に子どもを一時的に預けられる場所がほしい 

223 

児童扶養手当で、前年の収入をみるので収入がなくなり本当に困っています。無収入の身内

が戻ってきた事で全停止になりました。コロナ禍の今のような通常のような状態でない場合

だけでも、現在の収入でみていただけると本当に助かります。 

224 
以前の母子父子福祉センターは行きやすかったが、場所が変わって行きにくくなった。 
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225 
ひとり親の学校等資格試験の支援についてもっと詳しく案内してほしい。まとめて案内しな

い理由はあるか。効率が悪いのではないか。 

226 病児保育が以前住んでいたところより充実していて助かる。 

227 

子供が大きくなるにつれてかかる費用が多くなるが、収入はさほど変わらないため手当てを

受けたとしても収入面ではきつい。子供の年齢によっても家計負担が軽くなる制度があると

助かる。 

228 
児童扶養手当とひとり親医療費助成がとても助かり、お金がないことで自分の治療を後回し

にしなくても大丈夫と思えるようになった。 

229 現在、安静中なので仕事ができない。 

230 
すべて不満だらけです。郡山市の取りくみはおそいしいろいろおくれている。一人親にや

さしい郡山市であることを願います。 

231 土・日に気軽に相談できる場所が欲しい。 

232 
進学などにかかる費用 例）高校入学金前払いなど直接学校側から市などに請求してほしい

仕組になってほしいです。後から戻るのは厳しい時があります。 

233 

養育費を支払わない相手にどう市が対応してくれるのか。裁判所に相談しても強制できない

から支払うことができないと言われる。何故ひとり親家庭、子供を育てるほうが苦しむのか。

お金に苦労しているのに、相手方が新車を買ったり苦労していないのが不平等と感じます。 

234 
民間住宅の家賃補助はぜひ欲しい。仙台市は水道代が無料だった。医療費の申請書の提出が

手間なので簡単にしてほしい。 

235 日々の支援に感謝しています。 

236 
相談したところで助けになってくれない。冷たい対応だったりするので郡山市の制度には何

も求めていません。 

237 金銭的な支援が少ない。 

238 金銭面 

239 
ひとり親医療費の申請をスムーズにできるようにしてほしい。後日、病院や薬局を回り提出

する時間がとりづらいため。 

240 日曜日も保育園を使えるようにしていただきたい 

241 家賃の軽減、補助が欲しい。 

242 

年収は悪くないが、子供の年齢が上がるとそれなりに支出が多くなり、賞与を貰っているか

らなんとか生活しているがとても大変。 

資格取得したいが、公的支援があるとうれしい。 

243 
現在の支援と自分の給与で生活費について大きく心配することが少なく大変助かっており

ます。ありがとうございます。 

244 
社会福祉協議会の支援で保育士と幼稚園教諭の資格を短大でとることができ、今保育士とし

て就労できているからとてもよかった。学費の援助もあった。 

245 児童クラブの費用を少しでも減らしてほしい。 

246 手当ですごく助かってます。 



51 

№ 自由意見 

247 

ニコ館の相談センターに行って相談にのってもらい自分の意向を肯定して下さったので安

心して前に進むことができたので相談してよかったと思います。また、国、県、市と様々な

支援をしていただいているおかげさまで子どもに教育の機会を与えられていることが本当

にありがたいと思います。負の連鎖を断ち切るには教育だと思います。女子の教育環境はか

なり充実していると思います。男子の高校卒業後、地元に残れる選択が狭いので長期的にみ

ても男子が高校卒業後進学をして地元に残れるような郡山市になってもらいたいと思いま

す。 

248 病気等で働けなくなった時の生活支援をしてほしい。 

249 

子どもに障害があると公立の高校への進学が難しく単位制の高校のキャンパス校へ通わせ

ています。毎年 100 万円以上の学費がかかりますが、子どもの世話もあり仕事と家庭の両

立が大変です。働いた分はほとんど学費に消えるのできりつめて生活をしていますが、収

入が増えると扶養手当等も支給も減るため不安しかありません。私立で学ぶ子どもたちの

支援も手厚くしていただきたいです。 

250 
子供に教育面で不安に思って欲しくないので、学費に関してもっと手厚くしてほしい。 

(教育費) 

251 

民間賃貸住宅の家賃補助をしてください。今現在の公営住宅では、住みたくなるような状況

ではありません。（古くて）建て直しができないのであれば、補助を出してください。コロナ

もあり支払いが大変です。 

252 
婚姻関係ではあるが、実際は離婚状態の者が養育費も補助もなく、苦しんでいる。もっと状

況に応じた対応を望む。 

253 金銭面部分で、時短で稼げない。協力金があっても個人的な部分で全く補助がなく大変。 

254 コロナ一時金が助かりました。 

255 
親と同居しているから児童扶養手当が出ない、同居している祖父の収入で保育料が決まって

高額になる、などはひとり親に寄り添っているとは思えない。 

256 
子供の教育に必要な資金について市役所のいくつかの課に相談に行ったが、当てはまる支援

がなかった。 

257 
児童扶養手当が４ヶ月に１回だったのが、２ヶ月に１回になったのですごく助かっていま

す。 

258 ひとり親給付はとても助かる。ありがとうございました。 

259 子供が日頃落ち着きがなく、注意欠陥多動性障害が心配。生活が苦しい。 

260 
夫が障害を持っているため自分自身の悩みごとを相談などを気軽に相談できる場があれば

いい 

261 税金など、ひとり親にもう少し安くしてほしい。 

262 ニコニコ一時保育を小学校低学年まで拡大してほしい。 

263 自立支援など情報、手助けいただけることは非常に有り難い。 

264 ひとり親世帯が住める住居があってほしい。 
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265 

子育てがつらくて誰にも相談できず、Line の子育て相談をしたら、「誰かに打ち明けてみて

は」と言った内容が帰ってきた。それができずに苦しんでいたので、それ以上の利用はやめ

た。 

どうして利用者が Line を使って相談してきたのか、背景を想像して欲しかった。当たり障

りのない内容ではなく、もう一歩踏み込んだ内容の回答が欲しかった。 

266 民間賃貸住宅の家賃補助を強く希望します。上下水道代の補助をしてほしいです。 

 


